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1 はじめに 
本稿は，日本雨水資源化システム学会誌日本語論文原
稿作成の手引である．この原稿自体が，「MS-Word」によ
る原稿作成のテンプレート（論文原稿のレイアウト，使用す
べきフォントのサイズやスタイルの例）となっている．なお，
査読を効率的に行うために，投稿原稿には１０行ごとに行
番号をつけることとする． 

論文の原稿枚数は原則として6枚以内とする．受理され
た論文は，そのままオフセット印刷される． 
 
2 レイアウト 
原稿には，A4版白色用紙の片面を使用する．上下のマー
ジンは25mmとする．フォントは，漢字，ひらがな，カタカナ
についてはプロポーショナルの明朝体全角（MS-P明朝な
ど）を，英数字についてはTimesなどの代表的ローマン体
半角を用いる．日本語と英数字の間隔は自動調整しない
（「段落」→「体裁」→「文字幅と間隔」のチェックをはずす）．
和文と英数字等の句読点には「，」，「．」を用い，「、」，「。」
は用いない． 

原稿の第1ページ最上部には，編集委員会指定のヘッ
ダーを配置する（?部分は委員会において記入）．ヘッダ
ー中央の枠には，論文の種類に応じて，Original Paper, 
Technical Paper, Review Paper，あるいはTechnical Note/ 
Reviewを12ptフォントで記入する． 

論文は，表題部，本文からなり，必要に応じて謝辞と引
用文献の一覧を含む．また，数式，図，表が含まれていて
もよい．本文に対する脚注，付録は用いないこと． 

2.1 表題部 
表題部は一段組で，論文の表題，著者名，Abstract，キー
ワードからなる．Abstract以外は中央寄せで和英併記する．
Abstractは75～200語，両端揃え，自動ハイフネーション
（「ツール」→「その他の校正ツール」→「ハイフネーション」
で「単語を自動的に区切る」にチェックを入れる）使用で英
文のみ記載する．キーワードの数は10個以下とし，英語表
記のものをセミコロンで区切って記載する．左右のマージ
ンは30mmとする．連載形式の論文には，(I), (II),...のよう
に番号を付け，その下に副題を添える．前置詞，接続詞，
冠詞を除く各英単語は一文字目を大文字表記とする．著
者の所属，住所は，略称などは用いず，脚注に和英併記
する．各著者との対応にはアラビア数字を用いる．表題部
で使用すべきフォントを表1に示す． 
 

表 1: 表題部のフォント 

表題 13pt ゴシック 
副題 10pt 
著者名 11pt 
Abstract 9pt 
Keywords 9pt イタリック 
所属 8pt 

 
2.2 本文 
本文は，左右各段幅85mm，段間隔8mmの二段組とする．
左右のマージンは16mmとし，両端揃えする．フォントは
10ptのものを用いる．用語を強調するため，「」，ゴシックを
用いてもよい．行間隔は「書式」→「段落」→「インデントと
行間隔」で「固定値：12pt」に設定する． 

見出しは第3レベルまで用いることができる．それらは左
寄せし，小数点で区切った番号をつけ，10ptのゴシックフ
ォントを用いる．各見出しの上には1行の空白行を置く． 
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2.3 引用文献 
文献の引用に際しては，著者名と発行年を明記する．著
者が3名以上の場合には，第2著者以降を「ら」(日本語文
献の場合)あるいはイタリックの「et al.」(外国語文献の場合)
で置き換える． 
 引用したすべての文献は，筆頭著者の姓のアルファベッ
ト順に配置し，9ptフォントを用いて論文の末尾に置く．そし
て，[1], [2], ...のように番号をつける．見出しは10ptゴシック
で引用文献とする． 
 
2.4 数式と数学記号 
各数式は，欄幅でセンタリングすることを原則とする．数式
には(1), (2), ...のように番号をつける．この番号は，数式の
行（2行以上にわたる場合は最後の行）に右寄せして配置
する．数式を本文から分離するため，その上下にそれぞれ
1行の空白行を置く． 

数式が長く，途中で切断する場合は，各行の間に半行
の空白行を入れる． 

数学記号を本文中で用いる時には，数式中と同じフォ
ントを用いる．また，それが変数を表すときは斜体とする． 
 
2.5 図と表 
図（写真を含む）と表は，初出のページに置くことを原則と
するが，次のページに繰り込むこともできる．すべての図
や表を論文の末尾に置くことは避ける． 

図中または表中で使用するフォントは，本文に準ずる
（日本語は明朝体全角，英数字はTimesなどのローマン体
を使用）． 
 
2.5.1 図と写真 
図は，写真も含め，そのままオフセット印刷されることを考
慮した鮮明なものに限る．このため，特に図については，ド
ロー系（ベクトル系）で描画することを推奨する．すべての
図（写真を含む）には，本文中での出現の順に，図 1, 図 
2, ...のように番号をつける．説明文は10ptフォントを用い，
図の下に置いて，図幅でセンタリングする．  
 
2.5.2 表 
すべての表には，本文中での出現の順に，表 1, 表 2，...
のように番号をつける．説明文は10ptフォントを用い，表の
上に置いて，表幅でセンタリングする． 
 
3 章の次に続いて節が来る場合は空行を入れる 
 
3.1 例 
以上に則して作成された原稿の例を以下に示す． 

Lions（1968）によって線型システムはこれまでに解析が
なされている（Liu et al., 1992; Ligget and Chen, 1994）．洪
水のピーク時には，湧出強度qは 

 
𝑞 ൌ 𝑞ሺ𝜃ሻ ൌ 64.7 ൅ 0.00017𝜃 ൅ 4.76𝜃ଶ 

൅3.92𝜃ଷ െ 0.40𝜃ସ ൅ 29.043 
(1)

 
によって評価される．ここに，𝜃=温度である．連続方程式
は，「状態方程式」と呼ばれ， 
 

Δ𝑉 ൌ 𝑞 (2)
 

のように書かれる．ここに，Δ=ラプラス演算子，V=速度ポテ
ンシャルである．大東ら（1996）によって提案された手法を
用い，図 1 に示す変換された計算格子において式(2)を数
値的に解く． 
 

 
 

図 1: 説明文が1行の場合，図幅で中央揃えとする．
複数行の場合，1行目は図幅とし，2行目からは
ぶら下がりインデントで「コロンの次の文字」
に合わせる．表の説明文も同様とする． 

 

4 おわりに 
日本雨水資源化システム学会誌に原著論文を投稿する際
の原稿作成の手引を示した．この執筆要領に従って作成
され，かつ，審査を通過した原稿のみが論文として掲載さ
れる．本稿は日本語原稿用であるので，英語原稿の作成
に際してはInstructions to Authors (I) by Usui and Shigen
（2022）を参照されたい． 
 
謝辞 
最終章の後に謝辞を書くことが出来る．謝辞及び引用文
献の見出しに番号は不要である．  
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この論文の公開の質疑または討議は????年??月??日

まで受付けます． 
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